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10面
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10面
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11面

事務局より 12面

物故会員 12面

編集後記 12面

紙 面 紹 介

二
年
前
（
令
和
四
年
）、
母
校
の
創
立
百
五

十
周
年
記
念
事
業
が
多
く
の
同
窓
生
の
支
援

を
受
け
て
無
事
終
了
し
た
。
同
窓
会
は
、
新

た
な
歴
史
を
創
る
べ
く
、
第
一
歩
を
踏
み
出

す
こ
と
に
な
る
。
そ
ん
な
中
で
の
会
長
拝

命
、
仲
間
の
支
え
を
頼
り
と
し
て
緊
張
感
を

も
っ
て
、
職
務
に
あ
た
ら
ね
ば
な
る
ま
い
。

身
に
余
る
役
割
だ
が
、
思
い
の
丈
を
述
べ
て

み
た
い
。

ま
ず
、
挙
げ
た
い
こ
と
は
、
同
窓
会
の
基

盤
で
も
あ
る
支
部
活
動
の
充
実
・
強
化
で
あ

る
。
歴
代
会
長
も
掲
げ
て
お
ら
れ
る
が
、
支

部
あ
っ
て
の
本
部
な
の
だ
。
同
窓
生
は
当
然

の
こ
と
な
が
ら
各
支
部
に
所
属
し
互
い
に
支

え
合
っ
て
い
る
が
、
本
学
は
他
県
の
大
学
と

は
様
相
を
異
に
す
る
一
面
が
あ
る
。
そ
れ
は

他
県
出
身
者
の
割
合
が
高
い
こ
と
だ
。
昔
の

こ
と
に
な
る
が
、
小
生
の
同
期
は
三
分
の
二

が
他
県
出
身
者
だ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
令
和

五
年
度
の
デ
ー
タ
を
見
て
も
、
約
六
割
に
及

ぶ
（
学
務
課
調
べ
）。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

他
県
出
身
者
が
本
県
で
教
壇
に
立
つ
割
合
も

高
い
。
母
校
の
お
膝
元
に
就
職
し
て
く
だ

さ
っ
た
仲
間
に
支
部
の
存
在
は
大
き
な
力
と

な
っ
て
い
る
は
ず
だ
。
活
動
を
活
発
化
さ
せ

る
た
め
の
物
心
両
面
に
わ
た
る
支
援
を
一
層

充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。
も
ち
ろ
ん
、
地
元

に
帰
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
中
心
と

な
っ
て
頑
張
る
仲
間
た
ち
も
多
い
。
そ
の
よ

う
な
仲
間
た
ち
と
の
連
携
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

二
つ
目
は
、
同
窓
会
の
存
在
感
を
高
め
る

活
動
で
あ
る
。
現
在
最
も
力
を
入
れ
て
い
る

の
は
、後
進
の
教
員
採
用
選
考
に
関
わ
る「
教

職
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
相
談
事
業
」
で
あ
る
。

相
談
員
は
退
職
さ
れ
た
同
窓
生
な
の
で
現
場

を
知
り
尽
く
し
て
お
り
、
力
強
い
ア
ド
バ
イ

ス
が
で
き
る
。
親
身
に
な
っ
て
対
応
し
て
く

だ
さ
る
の
で
相
談
者
も
安
心
だ
。
結
果
は
数

値
が
示
し
て
い
る
。
昨
年
度
の
相
談
者
数
は

延
ベ
一
一
四
〇
名
に
及
び
、
相
談
者
の
九
十

パ
ー
セ
ン
ト
が
合
格
し
て
い
る
。
加
え
て
、

教
員
志
願
者
向
け
に
行
っ
て
い
る
「
教
員
採

用
選
考
試
験
対
策
ガ
イ
ダ
ン
ス
」「
教
員
採

用
選
考
試
験
対
策
セ
ミ
ナ
ー
」「
教
員
採
用

選
考
試
験
合
格
者
体
験
発
表
会
」
こ
の
三
事

業
に
つ
い
て
も
周
知
を
し
て
い
く
。
ま
た
、

三
年
生
に
限
ら
ず
二
・
四
年
生
・
大
学
院
生

向
け
に
行
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
周
知

を
図
り
、
連
続
し
た
支
援
活
動
に
し
て
ま
い

り
た
い
。
同
窓
会
と
し
て
は
、
今
後
も
相
談

員
の
増
員
、
相
談
日
数
の
拡
大
等
、
前
向
き

な
姿
勢
で
後
進
の
育
成
に
努
め
て
い
き
た
い
。

三
つ
目
に
挙
げ
た
い
こ
と
は
、
広
報
活
動

の
充
実
だ
。
現
在
の
同
窓
会
報
が
カ
ラ
ー
化

し
て
九
年
、
確
固
と
し
た
編
集
方
針
の
下
、

充
実
し
た
内
容
が
定
着
し
、
さ
ら
に
進
化
を

遂
げ
て
い
る
。
多
く
の
会
員
に
愛
読
さ
れ
そ

の
評
価
も
高
い
。
会
報
を
開
け
ば
、
卒
業
か

ら
何
年
経
っ
て
も
現
在
の
母
校
の
様
子
が
目

の
前
に
広
が
る
。
同
じ
部
活
で
汗
を
流
し
た

仲
間
の
原
稿
に
懐
か
し
さ
が
よ
み
が
え
る
。

後
進
の
意
欲
溢
れ
る
文
章
に
エ
ー
ル
を
送
り

た
く
な
る
。
特
別
寄
稿
の
記
事
を
読
め
ば
活

躍
す
る
仲
間
の
存
在
を
誇
り
に
思
う
。
同
窓

生
の
感
性
あ
ふ
れ
る
美
術
作
品
に
思
わ
ず
目

を
見
張
る
。
人
事
や
慶
弔
の
知
ら
せ
に
時
の

流
れ
を
し
み
じ
み
思
う
。
い
ろ
い
ろ
な
観
点

に
立
っ
て
読
む
こ
と
の
で
き
る
我
々
の
会
報

は
、
同
窓
会
員
に
と
っ
て
欠
か
せ
ぬ
存
在
と

な
っ
て
い
る
。
以
前
も
記
し
た
こ
と
だ
が
、

同
窓
会
と
は
「
同
じ
学
校
の
出
身
者
が
集

ま
っ
た
組
織
。
ま
た
、そ
の
会
合
」（
広
辞
苑
）

で
あ
る
。
同
じ
学
び
舎
で
学
ん
だ
者
同
士
が

な
ぜ
集
ま
る
の
か
、
原
点
に
立
っ
て
考
え
る

と
答
え
が
出
て
く
る
。
あ
の
西
千
葉
の
緑
濃

い
キ
ャ
ン
パ
ス
、
教
授
の
難
解
な
講
話
、
講

義
を
さ
ぽ
っ
て
の
学
食
の
ラ
ン
チ
、
し
ど
ろ

も
ど
ろ
の
教
育
実
習
、
自
分
で
も
よ
く
わ
か

ら
な
い
卒
論
、
仲
間
と
出
か
け
た
ハ
イ
キ
ン

グ
等
々
、
一
つ
ぐ
ら
い
は
「
そ
う
だ
っ
た
」

と
頷
く
自
分
が
い
る
は
ず
だ
。
そ
れ
で
い
い

の
だ
。

表
題
に
対
し
て
軽
薄
な
内
容
と
な
っ
て
い

る
こ
と
は
承

知
し
て
い

る
。
今
の
自

分
に
は
こ
れ

で
精
い
っ
ぱ

い
、
気
楽
に

足
を
運
べ
る

同
窓
会
で
あ

り
た
い
。

こ
れ
か
ら
の
同
窓
会

同
窓
会
会
長

八

木

雅

之

（
Ｓ
44
・
⚓
卒
）

現役若手教員による教員養成講座
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七
十
歳
で
馬
主
申
請
を
し
た
。
金
銭

面
で
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
身
辺
調
査

も
厳
格
で
、
失
礼
な
質
問
も
受
け
た
。

仕
事
も
辞
め
て
収
入
も
な
く
、
中
央
競

馬
会
、
地
方
競
馬
会
か
ら
の
連
絡
も
無

く
数
ヶ
月
が
過
ぎ
た
あ
る
日
、
審
査
合

格
の
通
知
が
届
い
た
。
た
だ
し
、
一
年

間
競
走
馬
を
所
有
し
て
い
な
い
と
、
資

格
が
剥
奪
さ
れ
る
と
い
う
厳
し
い
も
の

だ
っ
た
。
調
教
師
、
厩
務
員
、
騎
手
、

誰
一
人
知
り
合
い
が
い
な
い
の
で
あ
る
。

三
十
年
間
、
会
員
制
の
一
口
馬
主
に

は
入
っ
て
い
た
が
、
そ
ん
な
も
の
馬
主

で
も
何
で
も
な
い
。
会
費
を
払
っ
て
、

た
ま
に
勝
つ
と
配
当
が
振
り
込
ま
れ
る

だ
け
で
、
権
利
も
資
格
も
無
い
。
馬
た

ち
の
余
後
も
知
ら
な
い
。
鳩
レ
ー
ス
を

や
っ
て
い
る
高
校
時
代
の
友
人
を
頼
っ

て
、
レ
ー
ス
つ
な
が
り
で
、
田
中
博
康

さ
ん
と
い
う
若
手
の
調
教
師
を
紹
介
し

て
も
ら
っ
た
。
後
日
聞
い
た
の
だ
が
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
近
く
の
寿
司

屋
で
偶
然
、
一
度
会
っ
た
だ
け
の
絆
ら

し
い
。
で
も
、
細
い
線
が
繋
が
っ
た
。

私
は
、
必
死
で
そ
の
糸
を
手
繰
り
寄
せ

た
。
ま
た
、自
ら
も
懸
命
に
勉
強
し
た
。

新
馬
主
の
勉
強
会
の
た
め
、
宮
崎
の
育

成
牧
場
に
出
か
け
た
。
そ
こ
で
、
初
め

て
、色
川
さ
ん
と
い
う
馬
主
の
先
輩（
友

人
）
が
で
き
た
。
会
話
の
九
十
％
が
、

私
か
ら
の
質
問
攻
め
だ
。
さ
ぞ
か
し
、

う
っ
と
う
し
か
っ
た
だ
ろ
う
が
、
誠
実

に
答
え
て
く
れ
た
。
そ
の
後
も
メ
ー
ル

や
ラ
イ
ン
で
質
問
攻
め
を
し
た
り
、
川

崎
競
馬
場
ま
で
彼
の
持
馬
の
応
援
に

行
っ
た
り
し
て
、
付
き
合
い
は
継
続
さ

せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
田
中
調
教
師
に

も
質
問
攻
め
、
お
願
い
攻
め
で
、
船
橋

競
馬
場
の
佐
藤
裕
太
調
教
師
を
紹
介
し

て
も
ら
っ
た
。
地
方
競
馬
は
、
少
々

ハ
ー
ド
ル
が
低
く
、
と
て
も
フ
レ
ン
ド

リ
ー
だ
。
九

十
九
％
の
ア

ド
バ
イ
ス
を

も
ら
い
、
一

頭
購
入
し
預

託
調
教
を
お

願
い
し
て
い

る
。
先
日
船

橋
競
馬
場
で

デ
ビ
ュ
ー

し
、
う
れ
し

い
一
着
。
賞
金
ま
で
も
ら
え
た
。
夢
は

ふ
く
ら
む
。
ダ
ー
ビ
ー
、
有
馬
記
念
、

凱
旋
門
賞
を
目
指
す
チ
ー
ム
（
仲
間
）

を
つ
く
り
た
い
。
夢
が
目
標
に
な
り
つ

つ
あ
る
。
十
五
年
後
か
な
？

話
は
変
わ
る
。
四
月
に
栃
木
県
ウ
ェ

イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
協
会
会
長
に
な
っ

た
。
私
に
は
、全
く
競
技
経
験
は
無
い
。

繋
が
り
は
二
つ
。
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
監
督
の
高
校

時
代
（
上
尾
高
校
）
の
担
任
だ
っ
た
。

一
九
八
八
年
、
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
時
、
勤
務
し
て
い
た
上
尾
で
ブ
ル
ガ

リ
ア
代
表
チ
ー
ム
と
直
前
合
宿
を
や
っ

た
。
会
長
就
任
後
、
毎
週
末
ウ
ェ
イ
ト

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
大
会
や
強
化
練
習
に

参
加
し
て
、
勉
強
し
て
い
る
。
ブ
リ
ス

ベ
ン
大
会
（
二
〇
三
二
年
）
の
次
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
（
二
〇
三
六
年
）
で
金
メ

ダ
ル
を
狙
え
る
人
材
（
中
学
生
）
を
見

つ
け
た
。

そ
う
言
え
ば
私
が
高
校
教
師
に
な
り
、

松
友
・
高
橋
（
リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
ダ
ブ
ル
ス

金
メ

ダ
ル
）
に
会
っ
た
の
も
、
彼
女
た
ち
が

中
学
生
二
・

三
年
生
の
時

で
あ
っ
た
。

こ
れ
も
、
何

か
の
運
命
か

も
し
れ
な
い
。

三
十
年
前
、
ゴ
ル
フ
を
上
手
に
な
り

た
く
て
、
プ
ロ
に
個
人
レ
ッ
ス
ン
を
お

願
い
し
た
。
そ
の
時
も
半
年
間
質
問
攻

め
だ
っ
た
。
相
手
が
プ
ロ
な
の
で
、

レ
ッ
ス
ン
代
は
き
ち
ん
と
払
っ
た
。
二

年
後
の
日
経
カ
ッ
プ
（
全
日
本
企
業
対

抗
）
で
、
日
本
一
に
な
っ
た
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
育

成
で
き
る
教
員
志
望
で
、
千
葉
大
学
教

育
学
部
に
入
学
、
卒
業
。
埼
玉
県
で
、

高
校
教
諭
と
な
り
、
全
国
優
勝
全
二
十

一
回
。
そ
の
後
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
種
目
に
な
っ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
、
鈴
木
千
秋
氏
（
千
葉
大
学
理

学
部
卒
）
と
共
に
旧
日
本
ユ
ニ
シ
ス
に

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
企
業
チ
ー
ム
を
立
ち
上

げ
た
。

『夢
を
目
標
、
そ
し
て
現
実
に
!!
』
と

い
う
、
座
右
の
銘
を
成
し
遂
げ
た
の
か

な
？今

か
ら
十
二
、
三
年
前
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
の
ス
ト
リ
ン
グ
の
開
発
、
販
売
を

す
る
会
社
を
立
ち
上
げ
た
。
お
陰
様
で

順
調
に
成
長
し
、
数
年
前
に
故
郷
で
あ

る
栃
木
県
に
工
場
を
移
転
し
た
。
昨
年

息
子
に
会
社
を
任
せ
、
少
し
離
れ
た
立

場
で
見
守
っ
て
い
る
。

今
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ゴ
ル
フ
か

ら
離
れ
、
馬
主
、
重
量
挙
げ
、
ク
ル
ー

ズ
船
の
旅
が
、
夢
か
ら
目
標
に
な
っ
て

い
る
。
ま
だ
ま
だ
、
元
気
で
頑
張
る
!!

特 別 寄 稿

(Ｓ
51
・
⚓
卒
）

こ
れ
か
ら
の
目
標

前
日
本
ユ
ニ
シ
ス
実
業
団
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
総
監
督

シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
団
長

阿

部

秀

夫
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新
し
く
始
め
た
こ
と

松

本

健

志

数
学
の
教
員
と
し
て
中
学
校
に
勤
務
し
、

さ
ら
に
再
任
用
勤
務
を
五
年
続
け
て
退
職
。

興
味
が
あ
っ
た
美
術
に
つ
い
て
、
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
で
作
品
（
実
物
で
は
な
い
が
）
を

観
た
り
、
美
術
史
の
解
説
を
聴
い
た
り
す
る

余
裕
が
で
き
た
が
、ブ
ッ
ク
オ
フ
も
楽
し
い
。

か
つ
て
読
ん
だ
が
、
今
は
手
元
に
な
く
、
書

店
に
も
置
か
れ
て
い
な
い
も
の
を
再
び
手
に

し
て
、懐
か
し
く
読
み
返
し
て
い
る
。
ま
た
、

昭
和
の
有
名
な
作
家
の
作
品
で
、
今
は
あ
ま

り
目
に
し
な
い
も
の
を
見
つ
け
る
こ
と
も
で

き
る
。
安
価
だ
け
で
な
い
良
さ
が
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
い
ち
ば
ん
時
間
を
か

け
て
い
る
の
は
教
材
づ
く
り
で
あ
る
。

一
昨
年
の
四
月
か
ら
、
中
学
校
を
併
設
す

る
私
立
高
校
に
非
常
勤
講
師
と
し
て
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
。
メ
ー
ル
で
生
徒
に
予
習
の

資
料
を
配
付
し
た
り
、
逆
に
生
徒
か
ら
「
明

日
質
問
に
行
っ
て
い
い
で
す
か
」
と
い
う

メ
ー
ル
が
き
た
り
、
関
数
グ
ラ
フ
や
問
題
を

作
成
す
る
ソ
フ
ト
を
活
用
し
た
り
、
私
に

と
っ
て
は
、
新
し
い
経
験
で
あ
る
。
高
校
で

数
学
の
授
業
を
す
る
こ
と
は
一
つ
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
趣
味
と
し
た
ら
語

弊
が
あ
る
が
、
悩
み
つ
つ
模
索
す
る
こ
と
に

楽
し
み
も
感
じ
る
毎
日
で
あ
る
。

千
葉
大
学
教
育
学
部
の
数
学
教
室
で

は
、
近
年
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
や
教
育
環
境

の
変
化
に
伴
い
、
定
員
数
が
大
き
く
変
遷

し
て
き
ま
し
た
。
小
学
校
コ
ー
ス
の
算
数

科
選
修
の
定
員
は
、
一
九
九
四
年
に
四
十

名
か
ら
三
十
名
に
、
二
〇
〇
八
年
に
二
十

六
名
に
減
少
し
、
二
〇
一
九
年
の
学
部
改

組
後
に
は
現
在
の
定
員
二
十
五
名
と
な
り

ま
し
た
。
中
学
校
コ
ー
ス
の
数
学

科
教
育
分
野
も
同
様
に
、
一
九
九

四
年
に
は
二
十
名
だ
っ
た
定
員
が

二
〇
一
六
年
に
は
十
名
と
な
り
、

現
在
も
そ
の
数
が
維
持
さ
れ
て
い

ま
す
。

数
学
教
室
で
は
、
代
数
学
、
幾

何
学
、
解
析
学
、
応
用
数
学
（
確

率
・
統
計
）、
数
学
教
育
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
で
専
門
的
な
授
業
が

開
講
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
学
部

生
に
対
し
て
は
、
一
年
次
の
「
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
実
習
」、
二
年
次

の
「
プ
レ
実
習
（
観
察
実
習
）」、

三
年
次
の
「
コ
ア
実
習
（
本
実

習
）」、
そ
し
て
四
年
次
の
「
フ
ォ

ロ
ー
・
ア
ッ
プ
実
習
（
事
後
実
習
）」
と
い

う
形
で
、
段
階
的
な
実
習
を
通
じ
て
教
員

と
し
て
の
実
践
力
を
養
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
数
学
教
室
は
大
学
院
教
育
に
も

力
を
入
れ
て
お
り
、
毎
年
数
名
の
大
学
院

生
が
数
学
教
育
専
攻
に
進
学
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
に
は
、
在
学
中
に
数
学
と
い

う
学
問
に
魅
せ
ら
れ
、
自
然
科
学
研
究
科

（
現
融
合
理
工
学
府
）

博
士
後
期
課
程
へ
進

学
し
た
者
も
お
り
ま

す
。
そ
の
大
学
院
生

は
、
修
了
後
に
数
学

者
と
な
り
、
運
よ
く

千
葉
大
学
教
育
学
部

に
就
職
す
る
こ
と
が

で
き
、
現
在
で

は
大
学
教
員
と

し
て
後
進
の
育

成
に
熱
意
を

も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
他
で

も
、
千
葉
県
教
育
委
員
会
か
ら
の
委

託
研
究
生
や
文
部
科
学
省
の
留
学
生

を
受
け
入
れ
、
多
く
の
教
員
や
研
究

者
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

数
学
教
室
は
研
究
活
動
に
も
積
極

的
で
、
国
内
外
の
教
育
・
研
究
に
携

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に
、
二
〇
一

八
年
に
は
日
本
数
学
教
育
学
会
第
六

回
春
期
研
究
大
会
が
、
二
〇
一
九
年

に
は
第
七
十
四
回
関
東
甲
信
静
数
学

教
育
研
究
千
葉
大
会
が
開
催
さ
れ
、

教
室
の
松
尾
七
重
教
授
や
辻
山
洋
介
准
教

授
が
中
心
と
な
っ
て
運
営
に
携
わ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
一
九
九
七
年
以
降
、
解
析
学

に
関
す
る
国
内
会
議
五
件
、
国
際
会
議
六

件
が
千
葉
大
学
で
開
催
さ
れ
、
教
室
の
教

員
が
そ
の
実
行
委
員
長
を
務
め
る
な
ど
、

数
学
の
学
術
的
会
合
を
主
催
し
た
実
績
も

あ
り
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
に
魅
せ
ら
れ
て

高

仲

輝

夫

小
学
校
時
代
に
始
め
た
サ
ッ
カ
ー
、
千
葉

大
卒
の
先
生
と
の
出
会
い
が
き
っ
か
け
だ
。

中
学
・
高
校
さ
ら
に
は
大
学
で
も
サ
ッ
カ
ー

部
に
入
部
し
た
。
体
育
会
と
い
っ
て
も
国
立

大
学
な
の
で
、
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
有
望
者
を

採
っ
て
い
る
訳
で
も
な
く
、
経
験
歴
は
さ
ま

ざ
ま
で
サ
ッ
カ
ー
に
魅
せ
ら
れ
た
同
士
の
集

ま
り
だ
っ
た
。
私
の
大
学
生
活
も
ま
す
ま
す

サ
ッ
カ
ー
一
色
と
な
っ
た
。
教
員
に
な
っ
て

か
ら
は
プ
レ
イ
の
機
会
は
減
っ
た
が
、
指
導

者
と
し
て
の
か
か
わ
り
は
今
も
続
い
て
い

る
。サ

ッ
カ
ー
は
「
空
き
地
と
予
測
」
の
ゲ
ー

ム
だ
。
空
き
地
を
見
つ
け
予
測
し
、
ゴ
ー
ル

す
る
判
断
力
・
想
像
力
が
大
切
だ
。
ま
た
、

ボ
ー
ル
を
持
っ
た
者
が
常
に
主
役
に
な
れ

る
。
そ
こ
も
魅
力
の
一
つ
だ
。

ス
ポ
ー
ツ
は
目
的
で
な

く
手
段
で
あ
る
。
人
々
に

「
元
気
・
感
動
・
仲
間
・
成

長
」
を
も
た
ら
し
、
心
を

豊
か
に
す
る
。

と
こ
ろ
で
、「
サ
ッ
カ
ー

は
少
年
を
大
人
に
し
、
大

人
を
紳
士
に
す
る
」
は
、

ク
ラ
マ
ー
氏
の
名
言
だ
。

私
は
、「
紳
士
」
に
な
っ
て

い
る
だ
ろ
う
か
。

(Ｓ
57
・
⚓
卒習

志
野
市
）

(Ｓ
50
・
⚓
卒長

生
地
方
）

白 川 健教育学部教授

千葉大学教育学部
数学教室の歩み
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ジ
ャ
カ
ル
タ
日
本
人
学
校（
Ｊ
Ｊ
Ｓ
）

に
赴
任
し
て
約
四
カ
月
に
な
っ
た
。
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
あ
り
、

約
七
百
名
強
の
児
童
生
徒
が
在
籍
し
て

い
る
。
職
員
数
は
、日
本
人
の
教
諭
が
、

五
十
八
名
、
英
語
の
教
員
六
名
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
語
六
名
の
七
十
名
。
そ
れ
に

事
務
の
ス
タ
ッ
フ
三
十
名
で
学
校
を
運

営
し
て
い
る
。
さ
ら
に
幼
稚
部

も
併
設
さ
れ
て
い
る
。

朝
六
時
三
十
分
に
職
員
は
出

勤
と
な
る
。
児
童
生
徒
の
ほ
と

ん
ど
は
、
七
時
頃
に
到
着
す
る

ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
登
校
し
て
く

る
。
昇
降
口
で
待
つ
職
員
と
児

童
生
徒
の
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い

ま
す
」
の
声
が
響
き
渡
り
、
Ｊ

Ｊ
Ｓ
の
一
日
が
ス
タ
ー
ト
す

る
。
子
供
た
ち
は
、
と
て
も
素

直
で
明
る
い
。

授
業
中
は
、と
て
も
静
か
で
、

と
て
も
七
百
名
の
子
供
が
活
動

し
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。

本
校
の
特
色
に
縦
割
り
活
動
が
あ

る
。
そ
の
代
表
的
な
活
動
が
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
で
の
登
下
校
で
上
級
生
が
下
級

生
の
世
話
を
し
、
下
級
生
が
上
級
生
を

見
習
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
こ
と
だ
。

私
が
Ｊ
Ｊ
Ｓ
に
赴
任
し
て
私
が
思
っ

た
こ
と
は
、
毎
日
が
刺
激
的
で
ワ
ク
ワ

ク
感
が
あ
り
、子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
、

学
び
の
場
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
オ
ア

シ
ス
で
も
あ
り
貴
重
な
場
と
な
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
子
供
た
ち

は
、
学
校
が
大
好
き
だ
。
私
は
、
共
に

学
べ
る
こ
の
時
間
を
大
切
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
日
本
に
い
る
若
い
先
生

に
は
、
ぜ
ひ
日
本
を
外
か
ら
見
て
ほ
し

い
と
思
う
。
シ
ニ
ア
に
な
ろ
う

と
い
う
先
生
に
は
、
ま
だ
ま
だ

あ
な
た
の
力
を
必
要
と
し
て
い

る
子
供
た
ち
が
い
る
こ
と
を

知
っ
て
ほ
し
い
。

こ
れ
を
書
き
な
が
ら
こ
れ
か

ら
も
南
十
字
星
が
よ
く
見
え
る

ジ
ャ
カ
ル
タ
で
頑
張
ろ
う
と
思

い
ま
す
。

本
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
学

校
紹
介
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
中
の
代
表
的

な
二
つ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ご
覧

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

今
後
も
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

海外の教育施設から

南十字星の見える
ジャカルタ日本人学校
北根 晃一（Ｓ61・⚓卒）

主
に
、
右
記
の
三
点
を
目
指
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
教
員
養
成
支
援
事
業

（
千
葉
大
学
教
師
み
ら
い
塾
）
は
成
果

を
上
げ
て
い
る
。

一
点
目
は
、
新
規
事
業
の
教
育
実
践

演
習
講
座
の
成
果
。
一
年
生
の
必
修
で

行
わ
れ
、
現
場
の
教
員
を
招
聘
し
、
具

体
的
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
学
生
の
意

識
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

二
点
目
は
、
相
談
事
業
の
成
果
。
相

談
員
を
五
名
か
ら
八
名
に
増
員
、
相
談

室
を
一
教
室
か
ら
四
教
室
に
増
や
し
、

相
談
事
業
の
充
実
に
努
め
て
い
る
。

相
談
件
数
は
、
選
考
試
験
受
験
者
の

八
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
伸
び
、
相
談
者
の

九
十
パ
ー
セ
ン
ト
が
合
格
し
て
い
る
。

三
点
目
は
、
合
格
者
を
対
象
に
し
た

新
規
事
業
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座
の

開
設
。
四
月
か
ら
勤
務
す
る
不
安
を
払

拭
し
、
即
戦
力
と
し
て
活
躍
で
き
る
学

生
を
育
成
す
る
講
座
を
行
っ
て
い
る
。

令
和
四
年
の
教
育
学
部
創
立
百
五
十

周
年
を
機
に
計
画
さ
れ
た
こ
の
事
業

は
、
着
実
に
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

近年
の

卒業生の動向
教員養成支援事業
学部と同窓会との連携で成果

●多くの学生が教員を目指してほしい。
●教員採用選考試験で合格率を上げたい。
●即戦力として学校で勤務する学生を育成
したい。

令和元年度 令和⚒年度 令和⚓年度 令和⚔年度 令和⚕年度

教 員

公 立 小 107 121 121 109 103
公 立 中 37 46 43 42 46
公 立 高 13 15 21 16 11
その他の学校 30 26 23 21 29

教 員 外 167 152 136 137 147
進 学 29 35 35 29 33
未就職者 20 29 22 21 20
合 計 403 424 401 375 389

調査時期：令和⚕年度は令和⚖年⚕月⚑日現在、他年度の調査時期は翌年度の⚙月30日

卒業後の進路状況（最近⚕年間）


